
「
陽
」
を
「
い
つ
わ
る
」
と
読
む
も
の
で
、
司
小
右
記
』
と
同
じ
く
仮
病
を
意
味
し
て

い
る
。本
稿
の
考
察
は
も
と
も
と
、
辞
書
の
記
載
の
裏
付
け
を
取
ろ
う
と
思
っ
て
始
め
た

作
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
予
期
せ
ぬ
結
論
に
至
っ
た
。
辞
書
の
記
述
を
む

や
み
に
疑
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
学
者
が
考
察
し
た
結
果
な
の
だ
か
ら
、

絶
対
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
辞
書
と
い
え
ど
注
意
深
く
読
ま
な
け
れ
ば
間
違
い
を

犯
す
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
経
験
談
と
し
て
、

こ
こ
に
小
文
を
認
め
て
み
た
。
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大
学
院
演
習
『
小
右
記
』
講
読
担
当
者
一
覧
⑤

第3号

演
習
日

一O
O
三
年

四
月
二
五
日

五

月

二

日

五

月

九

日

五
月
一
六
日

五
月
二
三
日

五
月
三

O
日

史人

六

月

六

日

六
月
二
二
日

六
月
二

O
日

六
月
二
七
日

七
月

七
月
一
一
日

七
月
一
八
日

担

当

条

四
日

長
保
元
年
一
一
月
九
日
・
一

O
日
・
一
一
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
八
日
・
一
九
日
・
二

O
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
五
日
・
二
ハ
日
・
一
七
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
二
日
・
二
三
日
・
二
四
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
五
日
・
二
六
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
七
日
・
二
八
日
・
二
九
日
・

三
十
日
条

長
保
元
年
二
一
日
一
日
・
二
日
条

長
保
元
年
一
二
月
三
日
・
四
日
・
五
日
条

長
保
元
年
二
一
月
五
日
・
六
日
・
七
日
・
九
日
条

長
保
元
年
二
一
月
一
一
日
・
一
二
日
・
一
四
日
・

一
六
日
条

長
保
一
元
年
一
二
月
一
七
日
・
一
八
日
・
一
九
日
・

二
三
日
・
二
五
日
条

長
保
元
年
一
二
月
二
七
日
・
二
八
日
・
二
九
日
条

寛
弘
元
年
七
月
一
日
・
三
日
条

担
当
者

市

川

裕

士

倉
元
祥
三
郎

片

上

智

覚

渡

辺

心

川
津
崇
士
山

倉
元
祥
三
郎

村

山

太

郎

渡

辺

心

川

津

崇

志

渡
辺

，心

川片小
津上島

崇智荘
志覚ー

寛
弘
二
年
三
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
男
子

渡
漫

誠

寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
三
月
二
二
日
、

記
』
の
当
該
日
条
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

｛

概

経

房

）

｛

藤

原

慎

平

｝

｛

藤

原

｝

左
頭
中
将
妻
産
二
男
子
一
、
則
左
兵
衛
督
外
孫
也
、
産
時
辰
剤
一
斉
々
、
資
平
所
レ

申
、
乍
レ
驚
申
コ
遣
事
由
一
了
、

左
近
衛
中
将
源
経
房
の
妻
が
男
子
を
出
産
し
た
。
こ
の
子
ど
も
は
参
議
・
左
兵
衛

督
藤
原
懐
平
の
外
孫
に
当
た
る
と
い
う
か
ら
、
経
一
房
の
妻
と
は
懐
平
の
娘
で
あ
る
。

懐
平
は
記
主
・
藤
原
実
資
の
兄
。
懐
平
の
実
子
で
実
資
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
資
平

が
こ
れ
を
実
資
に
連
絡
し
た
が
、
こ
の
と
き
資
平
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
あ
っ

た
と
い
う
。
彼
が
妹
の
出
産
を
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
理
由
は
、
本
条
を

現
代
語
に
逐
語
訳
し
た
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
小
文
の
考
察
の
過
程

で
お
い
お
い
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

槙
野
庚
造
編
『
平
安
人
名
辞
典
｜
長
保
二
年
｜
』
（
高
科
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
源
経
房
の
妻
は
史
料
上
、
三
人
が
確
認
で
き
る
。
一
人
目
は
藤
原
有
国
の

娘
か
と
も
思
わ
れ
る
出
自
不
明
の
女
性
で
、
長
保
四
（
一

O
O
二
）
年
五
月
．
一
七
日

に
死
去
し
て
い
る
。
二
人
目
は
藤
原
懐
平
の
娘
で
、
経
房
が
長
保
五
年
か
ら
通
い
始

め
、
寛
仁
元
（
一

O
一
七
）
年
七
月
一
三
日
に
死
去
し
た
。
三
人
目
に
は
、
そ
の
妹

に
当
た
る
女
性
が
姉
の
死
後
、
治
安
元
（
一

O
二
二
年
ま
で
に
妻
に
迎
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
と
の
婚
姻
期
聞
は
重
複
し
な
い
よ
う
で
、
こ
の
う
ち
二
人
目

の
女
性
が
こ
の
時
に
子
ど
も
を
生
ん
だ
母
親
に
当
た
る
。

大
日
本
古
記
録
本
で
は
、
こ
の
と
き
生
ま
れ
た
男
子
に
つ
い
て
人
物
比
定
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二

O
O三
年
の
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
の
史
料

演
習
「
日
本
古
代
社
会
文
化
研
究
」
（
担
当
教
員
西
別
府
元
日
）
に
お
い
て
人
物
比

一
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
。
『
小
右
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定
を
試
み
た
。
そ
の
成
果
を
こ
こ
に
報
告
し
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
源
経
房
の
子
ど
も
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
次
の
四
人
の

名
、
が
あ
る
。

（
宮
脱

3

経一房

1
1定
良
（
五
蔵
皇
后
亮
〉

下
実
基
〈
美
乃
守
左
中
将
正
四
下
千
載
作
者
〉

丁
良
宗
〈
蔵
頭
越
中
越
前
守
左
衛
門
佐
従
四
上
〉

「
経
仲

こ
の
う
ち
、
真
っ
先
に
消
え
る
の
が
経
仲
で
あ
る
。

よ
う
に
出
て
く
る
。

懐
平
！
経
通
｜
経
仲

経
仲
は
他
の
箇
所
に
は
次
の

『小右記』こぼれ話

〈
従
五
下
右
兵
衛
佐

卿
為
レ
子
〉

経
仲
は
藤
原
経
通
と
源
高
雅
の
娘
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
り
、
後
に
経
一
房

の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
経
一
房
の
妻
が
産
ん
だ
子
ど
も
で
は
な
い
。

『
尊
卑
分
脈
』
が
記
す
以
外
に
経
房
に
子
は
い
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
定
良
・
実
基
・
良
宗
の
い
づ
れ
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

絞
り
込
ん
で
い
く
う
え
で
ま
ず
手
が
か
り
と
な
る
の
は
彼
ら
の
経
歴
で
あ
り
、
そ

れ
が
あ
ま
り
に
寛
弘
二
年
生
ま
れ
と
い
う
事
実
か
ら
か
け
離
れ
て
い
た
場
合
は
候
補

か
ら
外
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
母
親
が
藤
原
懐
平
の
娘
で
あ
る
か
ら
、
懐
平
の

弟
・
実
資
と
も
血
縁
的
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
小
右
記
』
へ
の
登
場
の
仕
方
、
小

野
宮
家
と
の
関
係
の
持
ち
方
も
、
人
物
比
定
の
判
断
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。
経
歴
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
『
平

安
人
名
辞
典
｜
長
保
二
年

l
』
を
利
用
し
た
。
こ
れ
は
長
保
二
年
当
時
に
存
生
し
た

と
思
わ
れ
る
人
物
の
辞
典
だ
か
ら
、
寛
弘
二
年
生
ま
れ
の
人
物
は
本
来
は
載
っ
て
い

な
い
が
、
出
生
年
が
わ
か
ら
ず
長
保
二
年
頃
に
存
生
か
否
か
明
確
で
な
い
人
物
も
あ

わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
上
記
三
人
も
立
項
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
定
良
を
み
て
い
こ
う
。
彼
は
後
一
条
天
皇
受
禅
に
と
も
な
っ
て
長
和
五

（一

O
二
ハ
）
年
正
月
二
九
日
に
蔵
人
に
新
補
さ
れ
て
い
る
。
と
き
に
式
部
丞
で
あ

母
但
馬
守
源
高
雅
女

源
経
一
房

り
、
六
位
と
み
ら
れ
る
。
寛
仁
元
年
に
は
五
位
と
し
て
み
え
る
か
ら
、
長
和
五
年
二

月
六
日
の
即
位
叙
位
で
五
位
に
昇
進
し
た
と
思
わ
れ
る
（
市
川
久
編
『
蔵
人
補

任
』
）
。
も
し
彼
が
寛
弘
二
年
生
ま
れ
で
あ
れ
ば
、
一
二
歳
で
の
六
位
蔵
人
補
任
と
な

る
が
、
そ
れ
で
は
若
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
『
蔵
人
補
任
』
で
六
位
蔵
人
の
在
職
時
の
年
齢

を
み
て
い
く
と
、
お
お
む
ね
一

O
代
後
半
か
ら
三

O
代
初
め
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
特
に
、
『
中
右
記
』
承
徳
二
（
一

O
九
八
）
年
八
月
廿
四
日
条
に
は
、
高
階
仲
章

｛
藤
原
）

の
蔵
人
補
任
に
つ
い
て
、
「
十
一
歳
補
一
一
侍
中
一
、
未
レ
有
二
此
例
一
、
顕
季
朝
臣
二
男
家

保
、
往
年
十
三
補
ニ
侍
中
一
、
希
有
例
也
、
何
況
十
一
乎
」
と
あ
る
。
院
政
期
に
お
い

て
さ
え
、
一
一

t
一
三
歳
で
の
「
侍
中
」
（
H
蔵
人
）
補
任
は
異
例
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
摂
関
期
に
一
二
歳
で
の
蔵
人
補
任
は
考
え
難
い
。
彼
は
小
野
宮
家
と
の
深

い
関
係
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ず
、
寛
弘
二
年
出
生
の
男
子
と
は
別
人
と
判
断
し

て
よ
い
。
お
そ
ら
く
、
経
一
房
一
の
一
人
目
の
妻
の
息
子
で
あ
ろ
う
。

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
十
二
月
廿
五
日
条
に
、
源
俊
賢
・
源
経
一
房
（
二
人
は

兄
弟
）
の
子
が
俊
賢
邸
で
元
服
し
、
藤
原
道
長
か
ら
冠
と
朝
服
（
経
一
房
の
子
は
無
位

だ
っ
た
た
め
黄
衣
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
経
一
一
の
子
が
定
良
に
当
た

る
だ
ろ
う
。
当
時
の
元
服
年
齢
は
一
一

1
一
五
歳
が
普
通
で
あ
り
、
こ
れ
を
定
良
と

す
る
と
、
先
の
蔵
人
補
任
時
の
年
齢
は
一
五

1
一
九
歳
く
ら
い
と
な
り
、
無
理
は
な

い
。
そ
の
場
合
、
生
年
は
長
徳
四
（
九
九
八
）
年

i
長
保
四
年
頃
に
な
る
。
経
房
の

一
人
目
の
妻
の
生
存
時
期
と
も
一
致
す
る
（
大
日
本
古
記
録
本
で
は
人
物
比
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
山
中
裕
編
『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
』
は
同
様
に
定
良
に
比
定
し
て
い

る）。次
に
、
実
基
を
み
て
み
よ
う
。
彼
は
長
和
四
年
一
二
月
に
元
服
し
て
い
る
。
寛
弘

二
年
生
誕
と
す
る
と
、
一
一
歳
で
の
元
服
と
な
り
、
当
時
の
慣
行
か
ら
外
れ
て
は
い

な
い
。
ま
た
、
寛
仁
二
年
に
は
左
近
少
将
と
し
て
春
日
祭
使
を
勤
め
て
お
り
、
同
様

に
寛
弘
二
年
の
誕
生
と
す
る
と
一
四
歳
で
の
勤
仕
と
な
る
。
こ
れ
も
、
例
え
ば
藤
原

頼
通
が
寛
弘
元
年
に
二
二
歳
で
春
日
祭
使
を
勤
め
た
よ
う
に
（
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘

元
年
二
月
五
日
条
）
、
年
齢
に
見
合
っ
て
い
る
。
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『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
二
月
廿
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
元
服
前
の
彼
は
藤
原
実
資

に
「
附
属
」
し
て
お
り
、
元
服
に
当
た
っ
て
実
資
か
ら
女
装
束
一
襲
・
赤
色
唐
衣
・

蘇
芳
織
物
掛
・
地
摺
裳
・
三
重
袴
を
送
ら
れ
、
翌
日
に
も
実
資
邸
を
訪
れ
て
小
禄
と

し
て
紅
梅
綾
掛
・
袴
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
元
服
に
当
た
っ
て
彼
は
「
元
五
位
」
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
元
服
以
前
に
叙
爵
さ
れ
て
い
た
。
後
の
『
中
右
記
』
承
徳
二
年

十
一
月
十
三
日
条
に
み
え
る
藤
原
宗
隆
・
宗
成
の
例
を
参
考
に
す
る
と
、
宗
隆
は
中

宮
御
給
で
、
宗
成
は
祐
子
内
親
王
給
で
、
そ
れ
ぞ
れ
元
服
以
前
の
同
年
に
五
位
に
叙

爵
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
従
二
位
以
上
の
祖
父
ま
た
は
従
三
位
以
上
の
父
を
も
つ

も
の
が
、
蔭
位
に
年
給
を
加
え
て
五
位
に
直
叙
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
（
玉
井
力
「
道

長
時
代
の
蔵
人
に
関
す
る
覚
書

l
家
柄
・
昇
進
を
中
心
に
！
」
〔
『
平
安
時
代
の
貴
族

と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
二

O
O
O年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
〕
二

O
四
頁
。
『
朝
野
群

載
』
巻
四
・
朝
議
上
に
は
「
童
爵
申
文
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
年
爵
申
請
の
文
例
が

あ
る
）
、
祖
父
の
故
・
源
高
明
の
極
位
が
正
二
位
、
長
和
四
年
頃
の
父
・
源
経
房
は
従

二
位
・
中
宮
権
大
夫
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
宮
御
給
に
よ
る
叙
爵
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
元
服
前
の
彼
は
実
資
に
付
き
従
っ
て
見
習
い
の
奉
仕
を
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
実
資
と
の
こ
う
し
た
関
係
か
ら
も
、
実
基
は
問
題
の
男
子
の
有
力
な
候

補
者
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
定
良
の
場
合
は
元
服
前
に
叙
爵
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

ま
た
、
道
長
か
ら
黄
衣
を
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
長
を
主
人
と
し
て
奉
仕
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
服
藤
早
苗
「
童
殿
上
の
成
立
と
変
容

l
王
権
と
家
と
子
ど
も

｜
」
〔
『
平
安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち
｜
王
権
と
家
・
童

l
』
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
四

年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
〕
一
二
九
頁
）
。

最
後
に
、
良
宗
を
検
討
す
る
。
彼
は
長
元
三
（
一

O
三
O
）
年
に
紀
伊
守
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
経
歴
は
不
詳
の
よ
う
で
あ
る
。
『
小
右
記
』
長
元
三
年
八
月
廿

六
日
条
に
よ
れ
ば
、
良
宗
は
こ
の
と
き
に
実
資
の
も
と
を
訪
れ
て
罷
申
し
、
館
に
馬

を
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
実
資
と
の
関
係
が
若
干
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、

『
小
右
記
』
に
は
彼
に
関
す
る
記
事
は
乏
し
く
、
お
よ
そ
の
年
齢
を
推
定
す
る
手
が

か
り
も
見
出
せ
な
い
。

第 3号史人

以
上
の
よ
う
に
、
経
歴
や
実
資
と
の
関
わ
り
方
を
み
る
と
、
定
良
は
候
補
か
ら
除

外
さ
れ
、
残
る
実
基
と
良
宗
の
う
ち
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
実
基
の
方
が
可
能

性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
実
基
に
関
す
る
『
小
右
記
』
の
記
事
を
子

細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
彼
が
元
服
に
当
た
っ
て
「
当
腹
太
郎
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
当
腹
」
と
は
現
在
の
妻
の
腹
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
源
経
一
房
に
は
三
人
の
妻
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女

性
と
の
婚
姻
期
間
に
は
重
複
が
な
く
、
実
基
が
元
服
し
た
長
和
四
年
当
時
の
妻
は
、

寛
弘
二
年
に
男
子
を
産
ん
だ
懐
平
娘
（
姉
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
実
基
は
懐
平
娘

（
姉
）
と
源
経
一
房
と
の
間
に
生
ま
れ
た
最
初
の
男
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
経

房
の
妻
は
史
料
で
確
認
で
き
る
女
性
以
外
に
は
い
な
か
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
実
基
と
実
資
の
関
係
か
ら
み
て
も
、
実
基
の
母
親
が
懐
平
娘
（
姉
）
で
あ

る
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
寛
弘
二
年
出
生
の
男
子
が
、
源
経
一
房
と
懐
平
娘
（
姉
）

と
の
最
初
の
子
ど
も
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、

（

平

）

（

源

経

房

）

『
権
記
』
長
保
五
年
八
月
十
二
日
条
に
「
孝
義
朝
臣
来
示
、
去
七
日
夜
、
頭
中
将
密
一
一

（
藤
軍
寝
平
）

1

通
春
宮
権
大
夫
殿
姫
君
一
云
々
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
一
年
半
余
り
経
っ

た
寛
弘
二
年
三
月
に
、
男
子
を
出
産
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
が
ま
ず

「
密
通
」
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
の
通
婚
は
、
当
初
は
貴
族
社

会
の
認
知
を
得
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
資
平
に
と
っ

て
、
実
の
妹
の
男
子
出
産
は
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
あ
り
、
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め

た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
、
お
よ
び
密
通
か
ら
出
産
ま
で

の
期
間
を
勘
案
す
る
と
、
寛
弘
二
年
出
生
の
男
子
と
は
、
源
経
一
房
と
藤
原
懐
平
娘

（
姉
）
と
の
間
に
最
初
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
あ
り
、
源
実
基
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
る
。

以
上
、
仮
定
や
推
測
を
交
え
て
の
考
察
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
『
小
右
記
』
寛
弘
二

年
三
月
十
三
日
条
に
み
え
る
、
こ
の
日
生
ま
れ
た
男
子
が
源
実
基
に
比
定
さ
れ
る
べ

き
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
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『小右記』こぼれ話

と
こ
ろ
で
、
源
実
基
が
元
服
す
る
四
日
前
の
長
和
四
年
二
一
月
二
二
目
、
藤
原
案

資
は
『
小
右
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

新
源
納
一
言
〈
経
房
〉
当
腹
太
郎
〈
号
二
尊
者
一
行
廿
六
日
加
一
一
首
股
一
之
由
今
朝

伝
聞
、
件
童
附
一
」
属
下
官
一
、
今
間
一
一
此
営
↑
、
貼
而
何
為
忽
企
一
一
其
設
一
耳
、

姪
の
息
子
に
当
た
り
、
日
頃
か
ら
自
分
に
付
き
従
っ
て
い
る
章
の
元
服
を
、
他
か

ら
の
伝
聞
に
よ
っ
て
知
っ
た
実
資
は
、
黙
っ
て
元
服
の
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
に

非
難
の
自
在
向
け
て
い
る
。
ま
た
、
万
寿
元
年
十
月
廿
六
日
条
に
も
次
の
よ
う
な
記

事
が
み
え
る
。

（

糠

）

｛

断

カ

d

今
夜
少
将
実
基
通
一
一
修
理
大
夫
済
政
女
一
、
実
基
者
父
経
房
周
忌
月
、
祈
行
二
房

事
往
古
不
レ
間
不
孝
事
欺
、

こ
こ
で
は
、
父
の
周
忌
月
に
女
性
と
新
た
に
通
じ
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。

兄
の
定
良
は
母
が
生
後
間
も
な
く
か
幼
少
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
後
妻
腹

の
実
基
が
幼
名
を
「
尊
者
」
と
呼
ば
れ
て
、
五
位
直
叙
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て
い
る

よ
う
に
、
明
ら
か
に
実
基
が
嫡
子
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
実
基
の
振
る
舞
い
は
、

そ
う
し
て
幼
少
か
ら
嫡
子
と
し
て
大
切
に
か
し
ず
か
れ
甘
や
か
さ
れ
て
き
た
生
育
環

境
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
実
基
の
不
義
理
・
不
道
徳
を
日
記
に
書
き
付
け
る
実
資
の
姿

勢
か
ら
は
、
そ
の
行
為
自
体
が
非
難
を
浴
び
る
よ
う
な
こ
と
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
さ
ら
に
そ
の
深
層
に
、
堅
物
の
実
資
ら
し
い
、
「
密
通
」
の
末
の
予
期
せ
ぬ
誕
生

と
い
う
実
基
の
出
生
事
情
や
、
嫡
子
と
し
て
養
育
さ
れ
る
な
か
で
培
わ
れ
た
彼
の
日

頃
の
態
度
に
対
す
る
不
興
・
わ
だ
か
ま
り
が
感
じ
と
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
の
は
、
穿

ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

一
下
向
井
研
究
室
で
と
も
に
研
究
し
た
学
生
・
院
生
の
卒
業
論
文
・
修
士
論
文

一
の
題
目
を
、
学
校
教
育
学
部
（
二

O
O
四
年
提
出
生
か
ら
は
教
育
学
部
）
・
文
学

一
部
を
間
わ
ず
掲
載
す
る
。
本
号
に
は
一
九
九
九
年
か
ら
二

O
一
一
年
ー
ま
で
を
掲

一
載
す
る
（
論
文
提
出
年
。
卒
業
年
度
で
は
な
い
）
。
一
九
九
六
年
1
一
九
九
八
年

一
は
創
刊
号
と
第
二
号
に
掲
載
し
た
。

一
卒
業
論
文

一
一
九
九
九
年

一
荒
川
佳
子
『
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
と
新
羅
の
関
係
』

一
植
松
万
里
『
大
化
改
新
の
研
究
』

一
大
津
智
子
『
平
安
貴
族
社
会
と
陰
陽
道
』

F

長
田
有
美
子
『
四
1
六
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
倭
国
』

一
亀
村
史
子
『
古
代
女
帝
の
即
位
事
情
』

一
篠
原
ひ
ろ
み
『
平
安
貴
族
社
会
と
女
房
』

…
日
高
由
佳
子
『
律
令
国
家
と
行
基
』

一
二

0
0
0年

F

花
岡
優
子
『
記
紀
神
話
に
お
け
る
出
雲
の
地
位
』

一
曳
野
悟
『
平
安
時
代
の
大
嘗
会
行
事
所
に
つ
い
て
』

一ニ
O
O
一
年

一
一
津
曲
博
行
『
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
公
卿
議
定
に
つ
い
て
』

一
一
福
田
一
斎
『
平
安
時
代
の
勧
学
院
に
つ
い
て
』

F

本
国
智
和
『
律
令
国
家
と
祥
瑞
災
異
』

車
二

O
O
三
年

F

山
崎
宣
弥
『
平
氏
政
権
に
お
け
る
内
儀
と
国
家
意
思
決
定
に
つ
い
て
』

E

ニ
O
O
四
年

E

佐
伯
昌
美
『
律
令
国
家
の

《
下
向
井
研
究
室
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
題
目
一
覧
》
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「
防
衛
」
政
策
に
関
す
る
研
究
』
（
初
等
教
育
）


